
 

 

 

 

 

2024年度 東京医科大学 
【 講 評 】 

 第 1問では昨年度に引き続き発音・アクセント問題は出なかった。難度は昨年度と同様に易しめ。このレベル

であれば最低８割の得点率は欲しいところである。いくつか問題が不成立のものがあるが、消去法で正答と思わ

れる選択肢は選べるので慌てないで欲しい。 

第１問は「語彙問題」。f の be stationed がやや難であるが、消去法で正答できるだろう。それ以外は基本レベル。

第２問は「語句整序英作文」。レベルは易。医学部という枠組みの中ではなく、大学入試全体で見てもかなり易しい語

句整序問題である。ここは全問正解以外ありえないだろう。第３問は「公衆浴場の現状」に関する長文問題。レベルは

やや易。身近なテーマで読みやすい。ここでも高得点を狙いたい。第４問は「子どもの運動能力の低下」に関する長文

読解問題。レベルはやや易。昨今の定番テーマなので、英文で読みにくいところがあっても知識で補うことができる。

例年数の多さが注目されている内容真偽問題の選択肢が、今年度も昨年、一昨年と同じ 12 題。本文と照合しながら読

み進めていけば効率よく解ける。英文和訳問題は、難しい単語もなく意味も把握しやすい。さらに、内容一致問題の選

択肢②が同じ内容というサービス問題である。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

 

第１問 

a. 1 ② 「この発明は道路の安全に大いに貢献した」 

・contribution to「…に対する貢献」 

b. 2 ④ 「砂漠の食糧不足によって、動物たちは餓死した」 

・starve to death「餓死する」 

c. 3 ⑤ 「政府の難民政策は、事実上 25年間変わらないままだった」 

・virtually「事実上」 

d. 4 ⑤ 「私は二匹のリスが、桜の幹の周りで互いに追いかけっこをするのを見た」 

・trunk「木の幹」 

e. 5 ③ 「ふつう冷蔵庫内の温度は、およそ 4度で保たれている」 

・remain stable「安定した状態のままである」 

f. 6 ⑤ 「人々が入らないように、すべての地下鉄の入り口に警察官が配備された」 

・be stationed「配置される」 

 

第２問 

a. 7 ⑤ 8 ② [⑤①③②④⑥] 

[Not until his daughter called him did he stop worrying about her.] 

「娘が電話してきてようやく、彼は彼女のことを心配するのをやめた」 

・not until…「…してようやく」 否定語が文頭に出ることによる疑問文型の倒置がポイント 

解答速報 英語 



 

 

b.  9 ⑤ 10 ⑥  [⑤⑥④①③②] 

[In an emergency, it is vital to know what to do as it is to know how to do it.] 

「緊急時には、何をすべきかと同様、それをどのようにするのか知っていることが重要だ」 

・as以下は it is vital to know how to do itの vitalの省略と考える。 

c.  11 ③ 12 ① [②④③⑥⑤①]  

[Some studies have shown that face masks offer significant protection in communities, similar to what we 

assumed.] 

「いくつかの研究によると、フェイスマスクは私たちが想定しているものと似て、共同体の中で重要な保護を

提供してくれる」 

・significant「重要な」 

d.  13 ④ 14 ③ [①④③⑥⑤②] 

[I woke up at dawn and crawled out of my bed.] 

「私は明け方に目を覚まし、ベッドから這い出た」 

・at dawn「夜明けに」 

e.  15 ④ 16 ③  [⑤④①③②⑥] 

[The television drama is not nearly as good as the book that it is based on] 

「そのテレビドラマは元になった本にはとうてい及ばない」 

・not nearly as…as~「~よりまったく…でない」 

f.  17 ③ 18 ①  [③⑤④①②⑥] 

[Online activities give us the chance to communicate with different types of people.] 

「オンラインの活動は異なるタイプの人たちとのコミュニケーションの機会を与えてくれる」 

・chance to do「…する機会」 

 

第３問 

19  ① 「公衆浴場の全体的な減少の主たる理由は   」 

・第 9段落１文で、「これ（公衆浴場の減少）の主な原因は、日本が高度経済成長期に入って以来、各家庭にシ

ャワーと浴室があるのが一般的になったことである」と述べられている。したがって、①「経済成長と家庭で

の設備の増加」が正解となる。 

20  ④ 「コロナパンデミックもまた公衆浴場に影響を及ぼした。それは   」 

・第 9段落 3文で、「コロナパンデミックが客足を遠ざけ、売り上げが減少する浴場が増えた」と述べられてい

る。したがって、④「客数の減少につながり、浴場のオーナーの収入減という結果を引き起こした」が正解と

なる。 

21  ①  

・「日本の一部の公衆浴場は客を増やすために大金を投じて大昔の特徴を取り入れた」 

本文にそのような記述はない。したがって、①が正解となる。 

22  ② 

・conventionalは「伝統的な、従来の」の意味。したがって、②traditionalが正解となる。 

23  ④ 

・空所を含む文は「夫婦は未来の世代のために、社交の場として浴場の機能をどのように   すべきなのか

思案した」という意味。空所に「保持する」の意味の④retainを入れると文意に合う。 



 

 

24  ① 

・preserveは「保存する」の意味。したがって、「破壊する」の destroyが対義語となるため、①destroyingが

正解となる。 

25  ① 

・下線部を含む文は「2006年 12月に都内で 963軒の公衆浴場があったが、2020年 12月には 50％   499

軒になった」と言う意味。空所に「…減少した」の意味の decreased byを入れると文意に合う。byは〈差〉を

表す。 

26  ①  

・meritは「長所」の意味。したがって、①disadvantage「不利」が対義語となり、正解となる。 

 27  ③ 

 ・空所に「…以来」の意味の接続詞③since を入れると、「日本が高度経済成長期に入って以来、各家庭にシャ

ワーと浴室があるのが一般的になった」となり文意が通る。 

 28  ② 

 ・空所に接続詞②because を入れると「もし入浴中に気分が悪くなっても、助けてくれる客や従業員がいるの

で、安全面の長所もある」となって文意が通る。 

 29  ① 

 ・「日本における公衆浴場の再建と推進の取り組み」 

 

第４問 

A. 30 ① ④ ⑦ ⑪ 

①「日本スポーツ庁は、小中学生がビデオを観る時間が増え、それによって小学 5 年生と中学 2年生の肥満率

が増加したことに気づいた」 

・第１段落１文目で、「小中学生がビデオを観る時間が増えたため、小学 5年生と中学 2年生の肥満率が増加し

たと日本スポーツ庁が明らかにした」と述べられている。したがって、本文の内容と一致する。 

②「5 年生の担任であるナカノは、スポーツの重要性を示すだけでなく、子どもたちが日常で運動する時間を

作るのを助けてあげることが重要だと述べた」 

・第９段落１文目で、ナカノは中京大学スポーツ健康学部の教授であると紹介されている。したがって、本文

の内容と一致しない。 

③「2022 年の体力と運動能力テストで、5 年生の女子より 5 年生の男子の方が肥満が少ないことが示された」 

・第４段落で「スクリーンタイムの男女比」については述べられているが「肥満率」についての記述はない。

したがって、本文の内容と一致しない。 

④「2022年度の 4月から 7月に、非常に多くの小学 5年生と中学 2年生が体力と運動能力テストに参加した」 

・第２段落で、「2022年度の 4月から 7月に、190万人の小学 5年生と中学 2年生が体力と運動能力テストに

参加した」と述べられている。やや根拠があいまいだが、190万人を「非常に多い」と解釈すれば、本文の内容

と一致する。 

⑤「2022年のテストではアンケートを使って生活習慣の変化も分析したが、それによると学校の勉強のために

1日に 4時間以上テレビを見たりスマホを使用したりする子どもの割合が前年より増加した」 

第４段落１文で、「勉強以外の目的で…」と述べられている。したがって、本文の内容と一致しない。 

⑥「2022年のテストによると、生活リズムにおいてより多くの子どもが悪い変化を経験していて、昼食を摂り、

昼寝をする子どもが減った」 



 

 

・第４段落２文で、「朝食を食べる子どもと 1日 8時間以上寝る子どもが減った」ことが生活リズムの悪い変化

だと述べられている。したがって、本文の内容と一致しない。 

⑦「コロナパンデミックが子どもの運動能力が低下した唯一の理由ではないとナカノは述べた」 

・第９段落最終文で、子どもの運動能力低下の原因としてナカノは「コロナパンデミックの影響は無視できな

いが、それが唯一の原因ではない」と述べている。したがって、本文の内容と一致する。 

⑧「コロナパンデミック中に子どもの運動能力が上昇した理由は、マスクを着けて激しい運動をしていたから

だとスポーツ庁は考えている」 

・第８段落で「コロナパンデミック中にマスクが原因で子どもたちが運動を避け、そのため運動能力が低下し

た」と述べられている。したがって、本文の内容と一致しない。 

⑨「2022 年の体力と運動能力テストで、小中学生がそれまでで最も低い記録を出したが、その中には 50 メー

トルのロング跳躍が含まれる」 

・第３段落で運動能力テストの種目が紹介されているが、それは「50 メートル走」と「立ち幅跳び」である。

したがって、本文の内容と一致しない。 

⑩「パンデミック後に子どもたちが通常の生活に戻っても、運動能力の大きな改善は期待できない。なぜなら

スポーツ庁が子どもたちは運動以外の活動にもっと時間を費やすべきだと考えているからだ」 

・本文にそのような記述はない。したがって、本文の内容と一致しない。 

⑪「８つの種目を含む体力と運動能力テストは 2008年度に初めて実施された」 

・第３段落で「そのテストは 2008年度に始まった」と述べられている。したがって、本文の内容と一致する。 

⑫「2020年から、教室での感染の危険性はないので学校でのマスクは不要だとスポーツ庁は言っている」 

・第８段落で「体育の授業ではマスクは不要だと通知している」と述べられているが、理由に関して「感染の

危険性がないから」という記述はない。したがって、本文の内容と一致しない。 

 

B. 

31  ② 

・revealは「…を明らかにする」の意味なので、②demonstrated「明らかに示した」が４つの選択肢の中では

最も近い意味となり、正解となる。 

32  ① 

・approximately「およそ」の意味なので、①aboutが正解となる。 

33  ③ 

・indicateは「示す」の意味なので、「示唆する」の意味の suggestの現在分詞である③suggestingが正解とな

る。 

34  ③ 

・本文の declineは「減少」の意味の名詞なので、選択肢に正解はない。③の lowerは形容詞で「低い」、動詞

で「下げる」の意味であるため、品詞は異なるが 4 つの中では最も意味が近いということで③を正解にしてい

ると思われる。 

35  ② 

・unnecessaryは「不要な」の意味なので、②needlessが正解となる。 

36  ③ 

・numerousは「多数の」の意味なので、③manyが正解となる。 

 



 

 

C. “In addition to promoting the importance of playing sports in their daily lives, we need to think about how 

to let children secure time for exercise in their lives”, he added. 

「『日常生活でスポーツをする重要性を周知することに加え、子どもたちに生活の中でどのように運動の時間を

確保させてあげるのかについて、私たちは考える必要がある』と、続けて彼は言った」 

・in addition to「…に加えて」 

・let O do「Oに…させる（許可）」」 

・secure「…を確保する」 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


